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所属学校名 千葉大学教育学部附属小学校 

役 職 執行部 副会長 氏 名 佐瀬 理恵 

活動名称 
次世代へつなぐ「もったいない」のバトン 

～体操服リユース活動～ 

👕 活動趣旨 

  千葉大学教育学部附属小学校 PTAでは、まだ十分に着られる体操服を捨てずに活か 

 す取り組みとして、リユース活動を行っています。今年度で活動4年目を迎えました。 

👕 活動目的 

  【親子で学べる SDGs の第一歩】…不要品を寄付し、次に必要とする方へつなぐ流れ 

 を通して、子どもたちが「物を大切にする心」や「資源の循環」を身近に感じる機会と 

 しています。 

  【保護者の経済的負担の軽減】…子どもの成長に伴う頻繁なサイズアウトや、学用品 

 にかかる保護者の負担を少しでも減らせるようサポートしています。 

👕 実施内容 

 ボランティアによる「リユースチーム」を設立し、在校生や卒業生から回収したお下 

 がりを次の方へつなぐ「バトンタッチ会」を開催しています。まず、卒業・進級の時期 

 に合わせて校内に専用回収ボックスを設置し、洗濯済みの体操服や指定品をご提供いた 

 だきます。丁寧な仕分け作業ののち、公平性を保つため抽選により譲渡先を決定しま 

 す。バトンタッチ会当日は特設会場を設け、一着 200円にて販売（譲渡）いたします。 

👕 活動を終えて・今後の展望 

 これまで継続して取り組んできた結果、現在では年間 50着〜70着ほどの体操服を次 

のご家庭へとバトンタッチできるようになりました。年々、温かい支援の輪が広がって 

います。ご利用いただいたご家庭からは「（高価なので」購入をためらっていたが、良い 

ものが手に入り助かった」「子どもと一緒に『物を大切に使おうね』と話すきっかけにな 

った」といった声が多く寄せられており、単なるコスト削減にとどまらない「学びと助 

け合い」の場となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後は体操服にとどまらず、鍵盤ハーモニカ（ピアニカ）やカラー帽子等の学用品にも

対象を広げ、学校・家庭が一体となって「もったいない」を「ありがとう」に変える、持

続可能なPTA活動を目指しています。 

 

マスコットキャラクター 

『ふしょコロくん』 


